
おごもり花公園（阿蘇市） 
【くまもと マイ・リバーサポート協定期間】  平成17年11月～現在

活 動 内 容

長年の活動により、川辺に多くのコスモスの咲く黒川
の景観を実現・維持されています。地域の皆さんの手に
よって作り出された美しい景観は、阿蘇地域の新たな観
光地の一つとなっています。また、野菜直売市等のイベ
ントの実施により、良好な河川空間の維持だけでなく、
地域の親睦・活性化にも大きく貢献されています。

活動の効果
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コスモスの植栽活動 おごもり花公園の活動により咲いたコスモス 直売市での交流

活動の様子の紹介
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よかったことや、大変だったことなど、感じたことを教えてください。
初めは、雑草が自分たちの背丈よりも伸びていて、刈り取りに大変苦労しました。何年もかかりだいぶ雑草も短くなってきました。
雑草を刈り取った後は、阿蘇五岳を一望できるようになり、黒川の景観が非常に良くなりました。河川敷に植えたコスモスの開花が、毎年
楽しみです。今は高齢化で、刈払い機で作業するのが重労働になっています。２６年間も続けて管理していくことは大変ですが、今では楽しん
でやっています。

この活動の特色や、活動にあたって力を入れているポイントを教えてください。
コスモスを植栽することで、河川の土砂が流失しないようにしています。コスモスの開花時期には、たくさんの人たちが見に来てくれます。
河川美化に大きく寄与しているだけでなく、阿蘇市の地域創生につながるとの思いで、活動を頑張っています。

いつごろから活動されていますか。活動を始めたきっかけはなんですか。
平成8年から黒川河川敷の雑草刈り取りを始め、今年で26年間実施しています。
活動を始める前は、セイタカアワダチソウ、ヨシ、芝などの雑草が伸び放題で見通しが悪く、車の通行
もままならないような状態でした。通学路でもあり、「事故でもあったら大変なことになる」と思い、み
んなに呼び掛けて草刈りを始めました。

受賞団体へインタビュー！Interview

この他にも、多くの団体や個人が、河川美化活動に取り組まれています。
県では、『くまもと マイ・リバー・サポート事業』を実施し、地域の方々による河川美化活動への様々な支援を行っています。Information

阿蘇市の尾籠地区を流れる黒川の景観をよくするた
め、平成８年から、河川敷の除草・清掃等の美化活動
を実施しています。黒川の両岸約１ｋｍにわたってコ
スモスの植栽を行うとともに、河川空間を活用した野
菜直売市等のイベントにも取り組んでいます。
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どんな活動を行われていますか。
活動内容は、一年に5回～6回の草刈り作業と、コスモスの植栽です。
一の宮町古城地区の住民20名ほどを中心として活動しており、地域の市議会議員の方々や、建設
業の人たちにもボランティアで協力いただいています。
この活動が、地域の活性化、阿蘇のまちづくりの一環になっています。
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黒川や、尾籠地域の魅力を教えてください。
私たちは、毎月１回以上おごもり花公園に出かけます。コスモスという花は可憐で災害に強くて、何回見ても飽きない花です。
阿蘇を訪れる人が楽しんでくれて、「阿蘇にまた出かけてコスモスが見たい」と話してくれます。コスモスを愛し愛情をもって育てる。
「汗と継続は力なり」です。


